
東温市事務事業評価シート　平成30年度実施事業対象
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4 4 3 4

4 4 3 4

事業の目的 最終的

消防活動の拠点として、また大規模災害時には基幹的
広域活動拠点、または一時避難できる公共施設として
機能すべく消防庁舎・防災センターの維持管理を行い
ます。

今年度
根拠法令、指針等に基づき施設及び設備の維持管理を適
正に行っています。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 消防署 係　　名 庶務係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 全部委託 実施計画

空調設備・電話設備・車庫シャッター・エレベータ・自動ドア・
発電設備・地震体験起震装置・ホースリフターの保守点検

職員による施設及び設備の外観点検

職員による日々の庁内外清掃、年１回の業者清掃

成果指標

指標名

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobo@city.toon.ehime.jp

（１）総合的な防災・減災対策の充実

事業区分

事業の対象 消防庁舎及び防災センター 根拠法令 建築基準法、消防組織法

総合計画 政策目標 第２章 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

021 1001 事務事業名 庁舎（施設・設備）の管理に関する事務 細事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

業務の性質上、指標設定になじ
みません。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,610 2,262 2,581

1.619 9,733 1.619 9,926 1.619 10,104

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
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一次評価者 庶務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

庁舎建築から１０年以上を経過し老朽化が進んでいるため、施設及び設備の経年劣化による故障・不具合が年々多くなってきました。

効率性
職員による点検による点検では不十分であるため、業者による点検が妥当だと考えます。また根拠法令等により必要性が考慮されているため、
できる限りコスト削減や見直しはしないほうが良いと考えます。

改　革
計　画

専門業者による保守点検項目や定期点検の充実、かつできる限り修繕対応を実施しながら維持管理に努め、長期間の使用ができるように考え
ています。また、部品の交換等はできるだけ計画を立てて予算化していくことが求められると思います。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

庁舎については、長寿命化計画の作成が必要になってきますが、予算を抑えながら不具合の出ないようにしてください。また、業務
全体の進行については計画に沿って確実に実施できています。

二次評価者 消防署長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,343 12,188 12,685

計(Ａ) 2,610

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

根拠法令等に基づく保守点検を実施し、職員による定期的な清掃、外観点検を行い施設および設備の維持管理を継続していく必要がありま
す。

有効性 専門業者による保守点検、職員ができる定期点検、定期清掃を実施していくことにより施設及び設備の長期間使用に有効です。

達成度
庁舎建設以降、業者による点検を継続して実施しているため、概ね適正な維持管理ができており、定期的に交換すべき部品等の把握もできて
います。

必要性

2,262 2,581

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費


